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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

9/2２現在 

父島 

96.8/100 

母島  

98.1/100 

8月気象状況    (父島) 

最高気温   32.6℃ 

最低気温   25.4℃ 

平均気温   28.4℃ 

平均湿度   88％ 

月降水量  251.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(9/1) 

             2,591人 

             父島      母島                

  人口      2,137人   454人 

  世帯      1,251    272 

                   
  

                            

   

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る
燃
料
油
高

騰
・
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
い
る
村
民
の
皆
さ

ま
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
、
消
費
喚
起
を
促
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
小
笠
原
村
民
利

用
商
品
券
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
主
た
る
財
源
と
し
て
村
民
１
人
あ
た

り
１
万
円
の
商
品
券
「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー

ポ
ン
券(

２
０
２
３)

」
を
交
付
し
ま
す
。 

        

【
対
象
者
】
令
和
５
年
10
月
１
日
時
点
で
小
笠
原

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方 

【
交
付
額
】
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円
分 

(

商
品
券
１
千
円×

10
枚) 

《
内
訳
》 

「
飲
食
店
専
用
券
」…

飲
食
店
専
用
券
取
扱
店
舗
で

の
み
利
用
で
き
ま
す
。 

(

１
千
円×

１
枚=
１
千
円) 

「
取
扱
店
共
通
券
」…

す
べ
て
の
取
扱
店
で
利
用
で

き
ま
す
。 

(

１
千
円×

９
枚=

９
千
円) 

【
交
付
方
法
】
対
象
者
の
住
民
登
録
地
へ
、
10
月

下
旬
か
ら
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し

ま
す
。 

※
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。 

ご
不
在
の
際
は
、
不
在
連
絡
票
が
投
函
さ
れ
ま
す

の
で
郵
便
局
に
お
問
合
せ
い
た
だ
き
、
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
長
期
不
在
な
ど
で
郵
便
局
で
の
保
管
期
間

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
総
務
課
総
務
係
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
使
用
期
間
】
令
和
５
年
11
月
１
日(

水)

～ 

令
和
６
年
２
月
29
日(

木) 

【
利
用
可
能
店
舗
】 

○
郵
送
す
る
商
品
券
に
取
扱
店
を
記
載
し
た
案
内
を

同
封
い
た
し
ま
す
。 

○
新
た
に
登
録
さ
れ
る
取
扱
店
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
村
内
掲
示
板(

父
島
：
役
場
前 

母

島
：
支
所
前)

で
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

《
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp 

/minnanocouponken/ 

  

【
そ
の
他
】 

詳
細
は
商
品
券
に
同
封
さ
れ
る
案
内
、
小
笠
原
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

     

村
内
に
お
い
て
「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ

ン
券(

２
０
２
３)

」
の
利
用
で
き
る
店
舗(

取
扱
事

業
者)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
取
扱
事
業
者
応
募
資
格
】 

村
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と 

 

※
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。 

【
申
込
方
法
】 

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
振
込
先

が
わ
か
る
物
と
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

※
申
込
書
は
提
出
先
に
も
ご
用
意
が
あ
り
ま
す
。 

※
10
月
13
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
事
業
者
様
は
、
商
品
券
配
布
時
に
同
封
す
る
取

扱
店
一
覧
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
事
業
者
様
に
つ
い
て
は
、
小

笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
掲
載
い
た
し
ま

す
。 

【
提
出
先
】 

(

持
参)

村
役
場
産
業
観
光
課
・
母
島
支
所 

(

メ
ー
ル)

小
笠
原
村
産
業
観
光
課
宛
： 

sankan@vill.ogasawara.tokyo.jp 

【
商
品
券
の
換
金
方
法
】 

使
用
さ
れ
た
商
品
券
と
指
定
の
換
金
請
求
書
を
併

せ
て
、
村
役
場
財
政
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
期
日
を
定
め
、
指
定
の
口
座
に
お
振
込

み
し
ま
す
。 

【
換
金
請
求
期
間
】
令
和
５
年
11
月
１
日(

水)

～ 

令
和
６
年
３
月
29
日(

金) 

【
そ
の
他
】 

本
商
品
券
の
対
象
と
な
ら
な
い
商
品
等
が
あ
り
ま

す
。
申
込
方
法
、
換
金
方
法
と
併
せ
て
、
詳
細
を
小

笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
  

２―

３
１
１
４ 

     

９
月
１
日
、
東
京
都
と
小
笠
原
村
の
間
で
「
Ｚ
Ｅ

Ｖ
活
用
に
よ
る
島
し
ょ
地
域
防
災
力
向
上
事
業
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
協
定
は
、
電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
お
よ
び
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の

Ｚ
Ｅ
Ｖ(

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル)

の
中

古
車
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
伴
う
大
規
模
停
電
が

発
生
し
た
際
や
そ
の
恐
れ
が
あ
る
際
に
、
非
常
用
電

源
と
し
て
活
用
す
る
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。 

 

こ
の
協
定
に
よ
り
、
東
京
都
は
Ｚ
Ｅ
Ｖ
中
古
車
を

購
入
す
る
方(

個
人
ま
た
は
事
業
者 

た
だ
し
購
入

し
た
Ｚ
Ｅ
Ｖ
中
古
車
を
、
小
笠
原
村
で
の
災
害
時
に

非
常
用
電
源
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り

協
力
す
る
方
に
限
り
ま
す)

に
対
し
て
、
そ
の
車
両

の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
・
東
京 

Ｚ

ＮＯ．760 

令和 5 年(2023) 

  10/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

村
内
で
使
え
る
商
品
券
を
お
届
け
し
ま
す 

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(

２
０
２
３) 

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(

２
０
２
３)

取
扱
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す 

Ｚ
Ｅ
Ｖ
活
用
に
よ
る
島
し
ょ
地
域
防
災
力 

向
上
事
業
へ
の
参
加 

▲ 
ホームページ 
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Ｅ
Ｖ 

島
し
ょ)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

(

協
定
に
つ
い
て)
総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

(

Ｚ
Ｅ
Ｖ
中
古
車
購
入
助
成
に
つ
い
て) 

ク
ー
ル
・ネ
ッ
ト
東
京 

 
０
３―

５
９
９
０―

５
０
６
８ 

  

村
有
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

◎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
管
理
期
間
】 

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日 

【
応
募
期
間
】
10
月
12
日(

木)

～
30
日(

月) 

【
資
料
請
求
・
応
募
先
】
村
民
課
福
祉
係 

 

  ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

 

◎
奥
村
運
動
場 

◎
ロ
ー
ス
記
念
館 

【
管
理
期
間
】 

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日 

【
応
募
期
間
】
10
月
10
日(

火)

～
31
日(

火) 

【
資
料
請
求
・
応
募
先
】 

教
育
委
員
会
事
務
局 

ま
た
は 

母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

           

母
島
支
所 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

   

奥
村
の
村
有
地
を
次
の
と
お
り
分
譲
す
る
予
定
で

す
。
金
額
や
条
件
等
の
詳
細
は
、
令
和
６
年
３
月
以

降
に
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
募
集
開
始
予
定
】 

各
区
画
の
測
量
と
登
記
手
続
等
を
要
す
る
た
め
、

令
和
６
年
５
月
以
降
と
な
り
ま
す
。 

【
募
集
内
容
】
宅
地
の
購
入 

【
区
画
数
】
全
８
区
画 

【
面
積
】
１
区
画
１
５
０
㎡
程
度 

【
用
途
】
専
用
住
宅
ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅 

【
申
込
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

                     

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係 

 

２―

３
１
１
２ 

   

朝
８
時
以
降
に
出
さ
れ
る
と
、
収
集
も
れ
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
朝
８
時

ま
で
に
お
出
し
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

ま
た
、
収
集
日
の
前
夜
か
ら
ご
み
を
出
さ
れ
る

と
、
ネ
ズ
ミ
に
荒
ら
さ
れ
、
ご
み
が
散
乱
す
る
な
ど

で
周
辺
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
当
日

の
朝
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

 
       

母
島
支
所 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

  

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch)

で
録
画
放

送
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
自
宅
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

【
放
送
日
・
内
容
】 

小
笠
原
村
議
会 

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会 

○
10
月
16
日(

月) 

午
前
９
時
～ 

 
 

 

本
会
議(

９
月
13
日
実
施)

、 

各
委
員
会
・本
会
議(

９
月
14
日
実
施) 

○
10
月
17
日(

火)

午
前
９
時
～ 

 
 

 

決
算
特
別
委
員
会(

９
月
28
日
実
施)

、 

決
算
特
別
委
員
会
・本
会
議(

９
月
29
日
実
施) 

※
今
回
か
らYoutube

チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
い
つ
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

   

10
月
は
、
個
人
住
民
税(

村
・
都
民
税)(

第
３

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
３
期)

、
介
護
保
険
料

(

第
３
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
２

期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
10
月
31
日

(

火)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課 

住
民
係  

２―

３
１
１
３ 

   

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
で
は
次
の
通
り

会
計
年
度
任
用
職
員(

パ
ー
ト
タ
イ
ム)

を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

➀
介
護
員(

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習

修
了
相
当)

若
干
名 

【
業
務
内
容
】
介
護
業
務
全
般 

【
勤
務
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
８
時
15
分
の
間

の
シ
フ
ト
勤
務
ま
た
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で
の
間
で
希
望
に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤

務
可 

【
報
酬
額(

時
給)

】
１
１
１
３
円
～
１
３
１
４
円 

※
東
京
都
最
低
賃
金
改
定
に
よ
る
補
正
後
の
金
額 

 

➁
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】
介
護
施
設
に
お
け
る
看
護
業
務
お
よ

び
介
護
業
務
の
一
部 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

の
間
で
希
望
に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤
務
可 

【
報
酬
額(

時
給)

】
１
１
１
３
円
～
１
４
９
１
円 

※
東
京
都
最
低
賃
金
改
定
に
よ
る
補
正
後
の
金
額 

 

【
応
募
方
法
】
応
募
先
に
連
絡
後
、
市
販
の
履
歴
書

(

顔
写
真
添
付)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。(

任
用
の
際
、
免
許
証
、
資
格

証
等
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す) 

※
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

 
 

太
陽
の
郷
採
用
担
当 

 
 

２―

３
８
８
１ 

  

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

 

①
事
務
補
助
員 

 

１
名 

 

②
特
別
支
援
教
育
補
助
員 

１
名 

【
業
務
内
容
】 

 

①
事
務
補
助
業
務 

 

②
小
笠
原
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【
期
間
】 

 

令
和
５
年
11
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
45
分 

 
 
 
 
 
 (

週
29
時
間
以
内) 

村
有
施
設
指
定
管
理
者
の
公
募 

奥
村
宅
地
分
譲
の
予
定
に
つ
い
て 

ご
み
出
し
は
朝
８
時
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い 

村
議
会 

録
画
放
送
の
お
知
ら
せ 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集(

太
陽
の
郷) 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集(

小
笠
原
小
学
校) 

▲ 
ホームページ 

▲ 
Youtube 
チャンネル 

 

奥村運動場 

二見漁港 

父島保育園 
第７期奥村分譲地 
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【
時
間
給
】 

 
①
１
１
１
３
円
※ 

 

②
・
教
員
免
許
有
の
方…

１
１
４
１
円
～ 

 
 

・
資
格
な
し
の
方…

１
１
１
３
円
～
※ 

※
東
京
都
最
低
賃
金
改
定
に
よ
る
補
正
後
の
金
額 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接 

【
申
込
期
限
】
10
月
18
日(

水)

ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
２―

３
１
１
７ 

  

【
助
成
対
象
者
】 

小
笠
原
高
等
学
校
第
３
学
年
に
在
学
す
る
生
徒
で

あ
っ
て
、
令
和
５
年
度
中
に
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
同
法

第
１
２
４
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
受
験
し
た
者 

【
申
請
日
】 

10
月
２
日(

月)

～
令
和
６
年
３
月
29
日(

金) 

【
助
成
金
額
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
２
等(

和
室)

往
復
船
賃
の
村
民
割

引
適
用
額(

調
整
金
を
含
む)

お
よ
び
内
地
宿
泊
料
相

当
額
６
万
円(

定
額)

と
し
、
助
成
対
象
者
１
名
に
つ

き
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

「
東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
」
と

同
項
目
で
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

     

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
と
千
代
田
区
教
育
委
員
会

は
、
教
員
相
互
間
の
研
修
会
の
実
施
と
教
職
員
及
び

児
童
・
生
徒
間
の
相
互
交
流
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
去
る
８
月
24
日
に
千
代
田
区
役
所
内
に
お
い

て
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る

取
組
等
を
相
互
に
学
び
合
え
る
ほ
か
、
両
自
治
体
内

に
お
け
る
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
活
動
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

【
協
定
の
概
要
】 

①
教
員
相
互
間
の
研
修
会
の
実
施 

 

両
教
育
委
員
会
主
催
の
研
修
会
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン

等
で
実
施
し
、
相
互
の
実
践
研
究
成
果
を
共
有
・
協

議
す
る
な
ど
し
て
、
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
、
授

業
改
善
等
に
役
立
て
る
。 

②
教
職
員
及
び
児
童
・
生
徒
の
相
互
交
流(

オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
流
を
含
む
。)

の
実
施 

 

相
互
の
自
然
環
境
、
特
色
あ
る
歴
史
、
文
化
や
平

和
に
つ
い
て
学
び
合
う
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等

を
活
用
し
、
教
職
員
及
び
児
童
・
生
徒
の
相
互
交
流

を
図
る
。 

           

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

  
 

２
学
期
の
学
校
公
開
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
ご
参
観

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
10
月
23
日(

月)

～
28
日(

土) 

※(

月)(

火)(

木)(

金)

は
６
校
時
、(

水)

は
５
校
時
、

(

土)

は
４
校
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

【
時
間
】 

朝
読
書 

午
前
８
時
～ 

１
校
時 

午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

２
校
時 

午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

３
校
時 

午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

４
校
時 

午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

５
校
時 

午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分 

６
校
時 

午
後
２
時
15
分
～
３
時
５
分 

※
放
課
後
の
部
活
動
も
参
観
で
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
検

温
・
消
毒
な
ら
び
に
状
況
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２―

２
５
０
２ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
今
年
度
か
ら
夏
休
み
中
に
高
校

生
自
ら
が
企
画
立
案
す
る
体
験
等
の
機
会
に
対
し
て

財
政
支
援
を
行
う
、
お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
に
夢
応
援
事
業
で

経
験
し
た
内
容
に
つ
い
て
高
校
生
が
発
表
す
る
成
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

10
月
９
日(

月
・
祝)

午
後
４
時
～
６
時
ご
ろ 

【
場
所
】
村
役
場
議
会
議
事
堂 

【
発
表
予
定
者(

発
表
順)

】 

 

大
田
優
奈
、
片
岡
心
優
、
櫻
田
励
、
松
原
有
咲
、

小
林
舞
波
、
佐
藤
一
樹
、
嶋
遥
太
、
大
田
仁
奈
、 

白
倉
こ
こ
ろ
、
金
子
善
一
郎 

【
録
画
放
送
】 

 

報
告
会
の
様
子
は
、
後
日
、
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２―

３
１
１
７ 

 

       

現
在
、
保
健
所
で
は
、
庁
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
建

て
替
え
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
地
で
の
建
て

替
え
に
当
た
り
、
保
健
所
機
能
が
停
止
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
一
時
的
に
仮
設
庁
舎
を
診
療
所
向
い
の

駐
車
場
に
建
設
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

仮
設
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
い
、
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
代
替
駐
車
場
を
２
か

所(

診
療
所
裏
・
保
健
所
上)

整
備
し
ま
し
た
の
で
、

診
療
所
を
ご
利
用
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
建
設
工
事
中
は
、
工
事
車
輌
が
出
入
り
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

10
月
16
日(

月)

～
令
和
６
年
２
月
末
ま
で 

【
代
替
駐
車
場
の
場
所
】 

               

●
問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

庶
務
担
当 

 

２―

２
９
５
１ 

内
地
進
学
助
成
制
度 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ 

お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
事
業 

成
果
報
告
会 

千
代
田
区
・
小
笠
原
村 

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
に
係
る
連
携
協
力
に
関
す
る 

協
定
の
締
結 

保
健
所
「
仮
設
庁
舎
建
設
」
の
お
知
ら
せ 
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日
頃
よ
り
港
湾
事
業
に
ご
理
解
・
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

二
見
港
ふ
頭
公
園
便
所
が
経
年
劣
化
で
傷
ん
で
い

る
た
め
、
解
体
お
よ
び
新
築
工
事
を
行
い
ま
す
。 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工
事
期
間
中
は
、

ふ
頭
公
園
便
所
付
近
の
立
ち
入
り
お
よ
び
ト
イ
レ
の

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
仮
設
ト
イ
レ
の
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
工
事
期
間
】 

10
月
16
日(

月)

～
令
和
６
年
７
月
31
日
予
定 

【
工
事
箇
所(

立
入
禁
止
区
域)

】 

二
見
港
ふ
頭
公
園
便
所 

 
 

 
 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

２-

２
１
６
１ 

    

東
京
都
は
、
父
島
・
母
島
の
小
笠
原
住
宅
の
２
戸

建
て
を
除
却
し
、
新
し
い
住
宅
を
整
備
す
る
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。 

 

新
し
い
住
宅
へ
の
移
転
対
象
世
帯
を
確
定
す
る
た

め
、
小
笠
原
住
宅
の
２
戸
建
て
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
新
規
入
居
者
の
募
集
を
停
止
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
建
替
え
に
伴
い
、
新
し
い
住
宅
に
移

転
を
希
望
さ
れ
な
い
方
の
移
転
先
を
確
保
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
２
戸
建
て
以
外
の
既
存
の

小
笠
原
住
宅
に
つ
い
て
、
新
規
入
居
者
の
募
集
を 

停
止
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
は
、
必
要
な
空
き
家
が
確
保
で
き
た
時
点

で
、
募
集
停
止
を
解
除
し
、
入
居
者
募
集
を
再
開
す

る
予
定
で
す
が
、
現
在
、
母
島
で
は
沖
村
第
２
ア
パ

ー
ト
の
空
き
家
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、 

民
間
の
賃
貸
住
宅
等
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
今
回
、
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
除

却
予
定
の
沖
村
ア
パ
ー
ト
２
戸
建
て
の
う
ち
、
除
却

ま
で
に
10
年
程
度
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
活
用
可

能
な
住
宅
に
空
き
家
が
発
生
し
た
際
に
は
、
暫
定
的 

に
入
居
可
能
と
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
令
和
５
年
８
月
末
時
点
で
、
空
き
家
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
募
集
を
行
う
際
に
は
、
別
途

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

 

●
問
合
せ
先 

(

公
募
再
開
等
の
制
度
関
係) 

東
京
都
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部 

住
宅
整
備
課     

０
３―

５
３
２
０―

７
４
８
８ 

(

募
集
手
続
き
関
係) 

 

東
京
都
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

  

２―

２
１
６
９ 

   

【
日
時
】 

11
月
８
日(

水)

・
９
日(

木)[

２
日
間] 

 
 

両
日
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

(

午
前
８
時
40
分
開
場) 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
会
議
室 

【
対
象
者
】 

消
防
法
第
８
条
お
よ
び
消
防
法
第
36
条
の
規
程

に
よ
り
、
防
火
管
理
者
及
び
防
災
管
理
の
資
格
が
必

要
な
方 

【
講
習
案
内
配
布
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
総
務
課
、
村
役
場
総
務
課 

《
母
島
》
母
島
出
張
所
、
母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】
10
月
２
日(

月)

～
16
日(

月) 

【
申
込
方
法
】 

東
京
共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電

子
申
請(

詳
し
い
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
講
習

案
内
「
電
子
申
請
の
や
り
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。) 

 

●
問
合
せ
先 

(

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分) 

(

講
習
に
関
す
る
こ
と) 

 

公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協
会 

講
習
事
業

部
講
習
第
１
課 

 

０
３―

５
２
９
７―

１
０
１
０ 

(

受
講
申
請
に
関
す
る
こ
と) 

 

東
京
消
防
庁
予
防
部
防
火
管
理
課
試
験
講
習
係 

０
３―

３
２
５
５―

２
９
４
５ 

                                           

【
日
時
】
10
月
21
日(

土)

午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】 

10
月
20
日(

金)

午
後
４
時
30
分
ま
で 

※
試
験
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ

り
ま
す
。 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

≪

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て≫

 

 

実
技
講
習
を
、
11
月
中
旬
～
下
旬
の
土
日
の
い

ず
れ
か
に
、
警
察
署
敷
地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及

び
島
内
路
上
走
行
訓
練
を
実
施
予
定
。 

※
実
技
講
習
は
天
候
等
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

交
通
係
２―

２
１
１
０ 

   

    

商
工
会
で
は
税
理
士
を
招
き
、
小
規
模
事
業
者
対

象
に
イ
ン
ボ
イ
ス
個
別
相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。 

「
や
る
べ
き
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」「
自
社
に
は
影

響
が
あ
る
の
か
？
」
等
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
疑

問
、
質
問
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
完
全
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
商
工

会
ま
で
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
母
島
》 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
日
時
】
10
月
３
日(

火)

午
前
９
時
～
正
午 

 

《
父
島
》 

【
場
所
】
商
工
会
館(

Ｂ―

し
っ
ぷ)

２
階
会
議
室 

【
日
時
】
10
月
６
日(

金)

午
前
９
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
〜
４
時 

【
持
ち
物
】 

○
令
和
３
年
・
４
年
に
提
出
し
た
確
定
申
告
書
・
消

費
税
申
告
書
・
決
算
書
等
の
控
え 

○
令
和
５
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２―

２
６
６
６ 

 
 

   

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
11
月
19
日(

日) 

【
申
込
期
間
】
10
月
２
日(

月)

～
19
日(

木) 

【
受
験
料
】(

３
級)

２
８
５
０
円 

 
 
 
 
 
(

２
級)

４
７
２
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
母
島
》
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

※
な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン

二
見
港
ふ
頭
公
園
便
所
の
解
体
・ 

新
築
工
事
の
お
知
ら
せ 

母
島
沖
村
ア
パ
ー
ト
の
暫
定
入
居
の 

方
針
に
つ
い
て 

防
火
・
防
災
管
理
新
規
講
習
の
お
知
ら
せ 

原
付
免
許
学
科
試
験 

イ
ン
ボ
イ
ス
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 



  NO．760  令和 5(2023)年 10 月 1 日(日)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-5- 

セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い

ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２―

２
６
６
６ 

 

    

小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
海
で
の
事
故
「
０
」

を
目
指
し
て
、
10
月
１
日(

日)

～
10
日(

火)

を
、

秋
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て
い
ま

す
。 

 

海
に
出
か
け
る
際
は
、「
体
調
の
管
理
」「
気
象
海

象
の
確
認
」
を
基
本
に
、
安
全
第
一
で
無
理
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

秋
は
「
釣
り
中
」「
Ｓ
Ｕ
Ｐ(

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ

ド
ル
ボ
ー
ド)

中
」
の
事
故
が
多
く
な
る
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
愛
好
さ
れ
る
方
は
事

故
防
止
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

お
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
船
舶
を
運
航
す
る
方
は
、

「
発
航
前
の
検
査
」
や
「
適
切
な
見
張
り
の
実
施
」

な
ど
、
航
行
の
安
全
に
必
要
な
こ
と
を
遵
守
し
て
、

安
全
運
航
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

特
に
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト(

救
命
胴
衣)

」
に
つ

い
て
は
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
船
舶
を
運
航

す
る
方
だ
け
で
な
く
、
同
乗
す
る
方
も
着
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。(

一
部
の
場
合
を
除
き
ま
す) 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
海
上
保
安
官
に
よ
る
島

内
海
岸
な
ど
へ
の
巡
回
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

～
自
己
救
命
策 

三
つ
の
基
本
～ 

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用 

②
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段
の
確
保 

③「
１
１
８
番
」お
よ
び「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」の
活
用 

(

海
へ
行
く
と
き
は
、
家
族
や
友
人
、
関
係
者
に
目

的
地
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。) 

※
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
＝
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
を

持
つ
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
し
た

入
力
操
作
に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
時
の

通
報
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２―

７
１
１
８ 

   

「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
～
あ
な
た

は
一
人
じ
ゃ
な
い
～
」 

  

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
事
業
を
支
援
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
共
生
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 
 

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る
募
金
運
動
に

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 な

お
共
同
募
金
へ
の
寄
付
金
に
は
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会 

(

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内)

２―

２
４
８
６ 

    

【
実
施
日
程
】
10
月
17
日(

火) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
10
月
27
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
10
分
枠) 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
約
受
付
時
間
】 

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 ●
予
約
・
問
合
せ
先 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

 
 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課
０
３―
５
３
８
８―

２
２
４
５ 

  

【
日
時
】
10
月
３
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
お
知
ら
せ
】 

○
令
和
５
年
度
東
京
都
最
低
賃
金
額
の
改
定
に
つ
い 

て 

 

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
よ

り
時
間
額
１
１
１
３
円
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
全
国
労
働
衛
生
週
間
に
つ
い
て 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
及
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
10
月

１
日
～
７
日
ま
で
全
国
労
働
衛
生
週
間
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

各
事
業
場
に
お
い
て
は
、
労
働
衛
生
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
お
よ
び
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
定
着

の
た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
目
指
そ
う
よ
二
刀
流 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

職
場
」 

※
実
施
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

(https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_3435

6.html) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

海
の
安
全
運
動 

 

秋
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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10
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
５
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で

に
福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
５
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
12
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
17
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
癖
が
気
に
な
る
」「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
子
育
て
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
13
日(
月)

午
後 

        

11
月
14
日(
火)
午
前 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
15
日(

水)

午
前
、
午
後 

        

11
月
16
日(

木)

午
前 

《
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

 

【
申
込
締
切
】
10
月
30
日(

月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
  

   
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

    

全
て
予
約
制
で
す
。 

 

◎
皮
膚
科
専
門
診
療 

【
事
前
予
約
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
診
療
日
》
10
月
１
日(

日)

～
６
日(

金) 

[

注
：
10
月
３(

火)･

５
日(

木)

は
休
診
で
す] 

 

 

◎
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

【
予
約
受
付
】
平
日
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
23
日(

月)

～
27
日(

金) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
10
月
25
日(

水)

は
休
診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
20
日(

金) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

◎
眼
科
専
門
診
療 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
30
日(
月)

～
11
月
４
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
11
月
３
日(

金)

終
日
、
４
日(

土)

午
後
は
休

診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
27
日(

金)

・
28
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
11
月
12
日
（
日
）
～
15
日
（
水
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
11
月
８
日
（
水
）・
９
日
（
木
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

【
歯
科
】(

父
島) 

《
休
診
日
》
10
月
23
日(

月)

～
11
月
７
日(

火) 

※
平
日
朝(

午
前
８
時
30
分
～
９
時)

の
急
患
受
付

も
お
休
み
し
ま
す
。 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
個
別
相
談 

専
門
診
療
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 



  NO．760  令和 5(2023)年 10 月 1 日(日)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-7- 

  
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま

す
。 

 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

《
接
種
対
象
者
》
生
後
６
ヵ
月
以
上 

《
接
種
回
数
》 

○
13
歳
未
満
の
方…

２
回
接
種 

※
２
回
目
の
接
種
は
２
～
４
週
間
の
間
隔
を
お
き
ま

す
。 

※
２
回
接
種
を
行
う
場
合
の
接
種
間
隔
は
、
免
疫
効

果
を
考
慮
す
る
と
４
週
間
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
。 

○
13
歳
以
上
の
方…

１
回
接
種 

《
料
金
》 

 

〇
３
歳
未
満
の
方…

(

１
回
目)

３
，
９
５
０
円
、

(

２
回
目)

１
，
８
０
０
円 

〇
３
歳
以
上
の
方…

(

１
回
目)

４
，
７
７
０
円
、

(

２
回
目)

２
，
６
２
０
円 

〇
65
歳
以
上
の
村
民
の
方…

２
，
３
９
０
円 

※
１
回
目
が
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
の
２

回
目
は
、
１
回
目
の
料
金
と
な
り
ま
す
。 

 

《
父
島
》
※
予
約
制
で
す
。 

10
月
28
日(

土) 

11
月
７
日(

火)

・
17
日(

金)

・
21
日(

火)

・
25
日(

土) 

12
月
15
日(

金)

・
18
日(

月)

・
26
日(

火) 

【
接
種
時
間
】
平
日
：
午
後
４
時
～
５
時 

 
 
 
 
 
 

休
日
：
午
後
２
時
～
５
時 

 

《
母
島
》
※
予
約
制
で
す
。 

○
11
月
13
日(

月)

・
14
日(

火)

・
16
日(

木) 

 

※
小
児
１
回
目
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
11
月
27
日(

月)

・
28
日(

火)

・
30
日(

木)  

※
小
児
２
回
目
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
接
種
時
間
】 

 

○
午
後
３
時
30
分
～
４
時
：
３
歳
未
満 

 

○
午
後
４
時
～
５
時
30
分
：
３
歳
以
上 

 
 

※
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
診
療
所
で
の
混
雑
を
防

止
す
る
た
め
、
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診

療
時
間
内
に
電
話
に
て
お
申
込
み
出
来
ま
す
。
診

療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
問
診
票
は
事
前
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
申
込
み
完
了

後
、
接
種
日
ま
で
の
間
に
、
診
療
所
ま
で
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
接
種
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
体
温
は
診
療
所
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
～
４
週
間
間
隔
を
開
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
早
目
の
日
程
で
の
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
  

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
       

３―

２
１
１
５ 

  
 

 

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
予
防
接
種
料
金
半
額
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

※
助
成
後
の
自
己
負
担
額
は
、
２
，
３
９
０
円
と
な

り
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

①
接
種
日
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
方
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ

っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度)

を
有
す

る
方
。(

要
認
定) 

○
助
成
対
象
の
方
は
接
種
を
受
け
る
際
、
診
療
所
に

て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」(

水

色)

に
記
入
し
診
療
所
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。 

○
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

村
内
の
生
活
保
護
世
帯
及
び
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
費
用
を
公
費
助
成
い
た
し

ま
す
。 

≪

生
活
保
護
世
帯
の
方≫

 

 

小
笠
原
村
診
療
所
及
び
母
島
診
療
所
で
は
、
窓
口

で
の
自
己
負
担
額
無
し
で
接
種
で
き
ま
す
。 

 
 

≪

非
課
税
世
帯
の
方≫

 

 

助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役
場
及

び
母
島
支
所
に
て
「
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
を
取

得
し
、
申
請(

還
付)

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
続
き
に
は
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

 

○
印
鑑 

 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
際
の
領
収
書 

 

○
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

     

10
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

◎
父
島
営
業
所
窓
口
の
営
業
時
間
に
つ
い
て 

【
始
業
】
入
港
日
お
よ
び
入
出
港
日
：
午
前
９
時
～ 

 
 
 
 

そ
れ
以
外
の
日
：
午
前
８
時
～ 

【
終
業
】
午
後
５
時
ま
で(

た
だ
し
乗
船
券
販
売
や

変
更
は
午
後
４
時
に
て
終
了
い
た
し
ま
す) 

※
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
憩
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
出
港
日
お
よ
び
入
出
港
日
の
午
後
は
、
出
港
時
ま

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 4,960 2,480

(+9,660) (+8,270) (+4,830) 16,756 (+1,010) (+500)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 5,960 2,980

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,220) (+610)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,293)

46,350 23,180 29,580 9,132

(+7,570) (+3,790) (+4,830) (+1,212)

29,920 14,960 21,370 8,523

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,131)

22,540 11,270 16,100 975

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+129)

19,780 9,890 14,130 736

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+98)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

10月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復
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で
当
便
の
乗
船
手
続
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す(
こ
の
間
は
他
便
の
ご
予
約
、
販
売
、
当
便
以

外
の
変
更
は
承
れ
ま
せ
ん)

。 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
が
父
島
に
接
岸
中
は
曜
日
に
関
わ

ら
ず
営
業
日
と
な
り
ま
す
。
お
が
さ
わ
ら
丸
が
父

島
不
在
中
の
営
業
日
に
つ
い
て
は
、
船
客
待
合
所

掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 

２―

２
５
０
０ 

        

現
在
、
小
笠
原
村
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画(

区
域
施
策
編)

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
中

学
生
が
主
役
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
10
月
30
日

(

月)

の
午
前
中
に
開
催
し
ま
す
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
父
島
と
母
島
で
同
時
に
開
催

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
場
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
お
互
い

の
顔
を
見
な
が
ら
意
見
を
共
有
す
る
予
定
で
す
。 

 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
島
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。 

 

詳
細
は
父
島
・
母
島
の
掲
示
板
で

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
診
療
日
程
】 

10
月
10
日(

火) 

 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

10
月
11
日(

水) 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有

料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

シ
ロ
ア
リ
条
例(
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
等
の
母
島
へ
の
侵

入
防
止
に
関
す
る
条
例)
に
よ
り
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

生
息
域
の
父
島
や
九
州
・
沖
縄
な
ど
か
ら
の
材
木
や

植
栽
用
樹
木
等
の
持
ち
込
み
に
は
制
限
が
あ
り
ま

す
。 

 

例
え
ば
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
か
ら
の
植
栽
用

樹
木
等
は
母
島
に
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
父
島
で
保
管
し
た
材
木
を
母
島
に
輸
送
す

る
際
に
は
、
事
前
に
村
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
村

の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。  

 

こ
の
他
に
も
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
シ
ロ
ア
リ
条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
せ

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
母
島
で
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
以
外
か
ら

の
土
付
き
苗
に
つ
い
て
の
温
浴
処
理
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
島
外
か
ら
苗
を
持
ち
込
む
際
に
は
、

必
ず
事
前
に
受
付
窓
口
の
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業

協
同
組
合
母
島
支
店(

☎
３―

２
３
３
１)

に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

集
落
周
辺
の
山
域(

母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む)

に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て

い
な
い
か
の
無
料
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ

シ
ロ
ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に

は
無
料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
木
造
家
屋
は

被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門

業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
10
月
２
日(

月)

～
16
日(

月) 

【
日
程
】
※
日
曜
日
は
除
く 

《
母
島
》
10
月
11
日(

水)

～
17
日(

火) 

《
父
島
》
10
月
18
日(

水)

～
28
日(

土) 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】 

10
月
16
日(

月)

、
23
日(

月)

、
30
日(

月) 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

 

◎
環
境
省
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除(

東
平) 

環
境
省
で
は
、
父
島
東
平
自
然
再
生
区
の
ノ
ヤ
ギ

侵
入
防
止
柵
内
の
ノ
ヤ
ギ
の
再
排
除
の
た
め
、
銃
器

に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お
い
て

行
い
ま
す
。
作
業
中
、
東
平
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト

（
東
平
・
石
浦
）
は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
日
時
】
10
月
４
日
（
水
）、
11
日(

水) 

 
 
 
 
 
  

午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】
父
島
東
平
自
然
再
生
区 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除 

 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に

い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た

ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 
 
 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

～
君
の
手
で
つ
く
ろ
う
、
未
来
の
小
笠
原
～ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行

止
め 

シ
ロ
ア
リ
条
例
を
お
守
り
く
だ
さ
い 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
２
回) 
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【
作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(
住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

※
別
図
参
照 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

10
月
１
日(

日) 

通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
２
日(

月) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

10
月
３
日(

火) 

通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
９
日(

月) 

通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
10
日(

火) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

10
月
17
日(

火) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

10
月
18
日(

水) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

10
月
24
日(

火) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
25
日(

水)  

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

10
月
31
日(

火) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

  

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

      

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易

講
習) 

 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
受
講
締
切
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

【
受
講
締
切
日
】
10
月
20
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー   

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２―

２
１
０
３ 

 

      

本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
内
地
の
方
に
も
小
笠
原
の
魅

力
や
外
来
種
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
14
年
か
ら
続
け
て
お

り
ま
す
。
令
和
元
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
実
施
を
見
合
わ
せ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
試
行
的
に
再
開
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

内
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
し
て

下
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
28
日(

火)

午
前
９
時 

(

作
業
時
間
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時) 

【
集
合
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【
作
業
場
所
】
母
島
桑
ノ
木
山
国
有
林 

【
作
業
内
容
】 

ア
カ
ギ
の
抜
取
り
、
小
径
木
の
伐
採
、 

在
来
種
の
植
栽
な
ど 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度 

【
申
込
方
法
】 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、 

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
10
月
31
日(

火) 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
４
０
３ 

ks_ogasawarasyotou_postmaster@maff.go.jp 

      

小
笠
原
諸
島
は
固
有
種
が
数
多
く
生
息
・
生
育

し
、
こ
れ
ら
の
生
物
進
化
が
現
在
進
行
形
で
見
ら
れ

る
な
ど
、
島
嶼
に
お
け
る
特
異
で
貴
重
な
森
林
生
態

系
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
小
笠
原
諸
島
森

林
生
態
系
保
護
地
域
を
設
定
し
、
外
来
種
対
策
等
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
等
に
関
す
る
検
討
を
行
う
た
め
学
識
経
験
者

等
で
構
成
さ
れ
る
部
会
を
、
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
で
開

催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
傍
聴
者
は
申
込
み
い
た
だ
い

た
方
の
み
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
27
日(

金)

午
前
10
時
～
正
午 

【
実
施
方
法
】
ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
り
実
施 

【
会
場
】 

ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
の
た
め
会
場
は
設
け
ま
せ
ん
。

傍
聴
登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
開
催
日
前
日
に
会
議

の
ア
ド
レ
ス
を
お
送
り
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
10
月
17
日(

火)

午
後
５
時
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
４
０
３ 

ks_ogasawarasyotou_postmaster@maff.go.jp 

  

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 

小
笠
原
諸
島
固
有
森
林
生
態
系
回
復 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
３
in
母
島 

参
加
者
募
集 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護 

地
域
部
会(

小
笠
原
部
会)

の
開
催 
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 【

開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】 

○
「
ザ
・
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展
～
あ
の
こ
ど
ん
な

こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

【
講
演
会
】 

 

小
笠
原
群
島
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
と
ハ
シ

ナ
ガ
イ
ル
カ
の
、
調
査
や
く
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。 

《
タ
イ
ト
ル
》
小
笠
原
の
イ
ル
カ
た
ち
の
く
ら
し 

 

①
個
体
識
別
か
ら
わ
か
る
イ
ル
カ
の
あ
れ
こ
れ 

 
 

辻
井
浩
希(

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会) 

 

②
イ
ル
カ
の
行
動
の
お
も
し
ろ
さ 

 
 

篠
原
正
典(

帝
京
科
学
大
学
生
命
環
境
学
部 

自
然
環
境
学
科 

教
授) 

《
日
時
》
10
月
13
日(

金)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
新
館
ホ
ー
ル 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

《
協
力
》 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
、
帝
京
科
学
大
学
、
公
益
財
団
法
人 

東
京

都
公
園
協
会 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

      

       

「
こ
の
夏
に
出
産
し
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
た

ち
」 

  

８
月
の
村
民
だ
よ
り
に
て
、
７
月
上
旬
に
フ
ニ
ャ

(

識
別
番
号
＃
２
５
９)

と
し
て
個
体
識
別
さ
れ
て
い

る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
出
産
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
次
々
に
新
生

児
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
夏
、
９
月
14
日
ま
で
に
合

計
10
頭
の
新
し
い
命
が
誕
生
し
た
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
同
じ
く
８
月
の
村
民
だ
よ
り
に
登
場
し

た
ピ
ッ
ケ(
＃
３
３
０)

。
７
月
上
旬
に
は
ハ
シ
ナ
ガ

イ
ル
カ
の
新
生
児
を
連
れ
て
い
た
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
８
月
下
旬
に
は
自
身
の
子
と
考
え
ら
れ

る
新
生
児
を
連
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
識
別
し
や
す
い
個
体
だ
と
、
お
た
ま
ち

ゃ
ん(

＃
１
０
０)

と
い
う
尾
ビ
レ
の
付
け
根
に
丸
い

出
来
物
の
あ
る
個
体
が
、
８
月
下
旬
に
新
生
児
を
伴

う
姿
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す(

図)

。
他
に
も
、
背
ビ

レ
の
先
端
が
二
股
に
欠
け
た
パ
ッ
ク
マ
ン(
＃
２
８

１)

や
、
右
側
の
口
元
に
舌
を
出
し
た
よ
う
な
白
い

斑
が
見
ら
れ
る
ペ
ロ
ち
ゃ
ん(

＃
59)

な
ど
の
出
産

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す(

図)

。
新
し
い
命
が
元
気
に

育
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
海
で
新
生
児
連
れ
の
イ
ル
カ

に
出
会
っ
た
際
に
は
、
優
し
く
そ
っ
と
見
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。 

 

今
回
は
一
部
の
個
体
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、
こ
の
夏
に
誕
生
し
た
新
生
児
に
関
す
る
情
報

は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
の
イ
ル
カ
展
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
は
逐
一
更
新
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
イ
ル
カ
展
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
個
体

の
他
に
も
、「
こ
の
子
が
新
生
児
を
連
れ
て
い
た

よ
！
」
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

                  

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
269 

 ―

は
る
か
か
な
た
で
た
く
ま
し
く―

 

 

空
は
す
っ
か
り
秋
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
卵
か
ら
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
た
ち
が

続
々
と
海
へ
旅
立
つ
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
苦
難

を
乗
り
越
え
て
砂
浜
を
全
力
で
歩
き
、
波
に
の
ま
れ

て
ゆ
く
子
ガ
メ
た
ち
の
姿
は
尊
さ
す
ら
感
じ
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
子
ガ
メ
た
ち
は
海
の
中
で

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

子
ガ
メ
の
生
態
は
長
ら
く
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
研
究
に
よ
り
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ガ
メ
た
ち
は
海
に
入
る
と
す
ぐ
に
外
洋

を
目
指
し
、
一
心
不
乱
に
泳
い
で
行
く
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
大
な
海
の
中
で
ど
こ
に

い
る
か
も
分
か
ら
な
い
わ
ず
か
５
㎝
ほ
ど
の
子
ガ
メ

を
見
つ
け
、
そ
の
生
態
を
調
べ
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
の
で
す
。 

小
笠
原
生
ま
れ
の
子
ガ
メ
た
ち
が
あ
る
程
度
の
大

き
さ
ま
で
成
長
し
た
後
に
行
く
先
は
分
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
域
で
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
成
長
と
と
も
に
、
雑
食
性
の
中
で

も
、
海
藻
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
る
草
食
性
の
傾
向
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
域

は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
主
要
な
エ
サ
と
な
る
海
藻
類

が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
食
べ
な
が
ら
過
ご
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
新
の
遺
伝
子
研
究

か
ら
も
、
小
笠
原
で
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
が
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
域
に
多
く
生
息
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
８
月
、
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
県
沖
で

網
に
か
か
り
発
見
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
が
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
２
０
１
９
年
に
生
ま
れ
、
１
年
ほ
ど
飼
育
し

た
後
に
放
流
し
た
個
体
だ
っ
た
の
で
す
。
甲
羅
の
大

き
さ
は
放
流
時
の
倍
近
く
に
成
長
し
、
肢
に
付
け
た

タ
グ
も
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年
間
、

た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
た
の
で
す
。
と
て
も
元

気
だ
っ
た
の
で
、
発
見
し
た
漁
師
さ
ん
の
手
に
よ
り

再
び
海
へ
と
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
出
来

事
か
ら
も
、
小
笠
原
生
ま
れ
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
日

本
の
太
平
洋
沿
岸
域
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
で
は
馴
染
み
深
い
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
す

が
、
そ
の
生
態
は
、
私
た
ち
の
想
像
以
上
に
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら
を

見
か
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
先
、
遥
か
彼
方
の

海
へ
想
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

 

◎
子
ガ
メ
迷
走
１
１
０
番 

砂
浜
で
産
ま
れ
て
き
た
子
ガ
メ
が
街
へ
出
て
し
ま
い

海
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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さ
い
。
夜
間
、
早
朝
の
場
合
は
０
９
０―

１
４
６
１

―
３
１
７
１
ま
で
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編
(13) 

─
─

レ
モ
ン
草
は
自
生
し
て
た
の
か
し
ら
？ 

 

あ
れ
は
植
え
る
ん
だ
よ
。 

─
─

今
、
島
に
あ
る
の
は
そ
の
頃
の
残
り
が
、
自
生

し
て
る
ん
だ
ね
？ 

 

そ
う
だ
よ
。
レ
モ
ン
草
の
製
造
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
も
、
う
ち
の
親
戚
の
お
兄
さ
ん
い
た
も
ん
。

［
船
見
岩
の
］
上
は
す
ご
い
涼
し
か
っ
た
み
た
い

よ
。
下
は
蒸
か
し
。
今
、
カ
ー
カ
ー
言
っ
て
る
と
こ

ろ
が
レ
モ
ン
草
蒸
か
し
て
た
と
こ
ろ
だ
よ
。
そ
れ
か

ら
、
こ
こ
に
運
動
場
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
レ
モ
ン
草

の
工
場
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
北
へ
行
く
道
が
あ
っ

て
、
こ
れ
が
神
社
入
る
道
が
あ
っ
て
、
こ
っ
ち
に
東

に
行
く
道
が
あ
っ
て
。 

─
─

船
見
岩
の
近
く
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
な
っ
て
る
と

こ
ろ
が
、
元
山
［
部
落
］
っ
て
、
今
で
は
わ
か
ら
な

い
よ
ね
？ 

 

わ
か
ら
な
い
。 

─
─

ち
ゃ
ー
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
］
は
、
男
兄

弟
の
あ
い
だ
の
女
の
子
だ
か
ら
、
か
わ
い
が
ら
れ
て

い
た
か
ら
、
硫
黄
島
時
代
が
良
か
っ
た
、
は
ず
だ
よ

ね
？ 

 

う
ん
、
そ
う
。 

─
─

16
歳
く
ら
い
ま
で
硫
黄
島
に
い
て
、
楽
し
い

時
期
だ
よ
ね
。 

 

飛
行
場
に
勤
め
に
行
っ
て
も
、
皆
可
愛
が
っ
て
く

れ
た
し
さ
。
食
堂
に
い
た
人
、
う
ち
の
親
戚
の
お
姉

さ
ん
と
結
婚
し
て
る
人
だ
っ
た
の
。
料
理
長
。「
お

ま
え
、［
勤
め
に
］
来
て
い
る
の
か
。
お
弁
当
持
っ

て
こ
な
く
て
い
い
か
ら
、
食
堂
来
て
食
べ
ろ
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
。
そ
れ
か
ら
食
堂
で
食
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
て
た
。 

─
─

お
弁
当
は
だ
れ
が
作
っ
て
た
の
？ 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の
母
］。 

─
─

食
堂
で
、
た
だ
で
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
？ 

 

う
ん
。
食
堂
が
あ
っ
た
の
。 

─
─

働
い
て
か
ら
も
、
戦
争
が
近
づ
い
て
た
け
ど
、

そ
ん
な
の
関
係
な
く
、
楽
し
か
っ
た
ん
だ
ね
。 

空
襲
も
ま
だ
な
か
っ
た
し
、
飛
行
機
が
荷
物
［
＝
物

資
］
を
運
ん
で
く
る
く
ら
い
だ
っ
た
か
ら
。
貨
物
の

飛
行
機
と
、
軍
艦
で
運
ん
で
る
く
ら
い
で
、
そ
の
頃

は
ま
だ
良
か
っ
た
の
。
ひ
ど
く
な
っ
た
の
は
ね
、
こ

の
飛
行
場
か
ら
硫
黄
島
神
社
の
近
く
に
事
務
所
が
移

っ
て
か
ら
だ
よ
。「
危
な
い
か
ら
こ
っ
ち
来
て
く
だ

さ
い
」
っ
て
迎
え
に
来
た
の
。［
そ
の
こ
ろ
は
］
月

給
50
円
だ
っ
た
。 

─
─

何
に
使
っ
て
た
の
？ 

 

何
に
使
う
っ
て
、
親
に
渡
す
し
か
な
い
で
し
ょ

う
、
着
る
も
の
と
か
買
っ
て
く
れ
る
も
ん
。
親
が
ち

ゃ
ん
と
買
っ
て
く
れ
た
。 

─
─

働
き
に
行
っ
て
か
ら
も
？ 

 

う
ん
。 

─
─

洋
服
屋
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

売
っ
て
る
の
よ
、
生
地
と
か
。
生
地
な
ん
か
は

さ
、
買
っ
て
く
る
と
、
う
ち
の
下
に
沖
縄
の
人
が
住

ん
で
た
の
、
お
姉
さ
ん
が
ね
。
す
ご
い
［
服
作
る
の

が
］
上
手
な
人
。
洋
服
な
ん
か
作
っ
て
く
れ
た
。 

─
─

沖
縄
か
ら
硫
黄
島
に
渡
っ
た
ん
だ
ね
？ 

 

そ
こ
の
お
姉
さ
ん
は
ね
、
生
地
持
っ
て
く
と
洋
服

な
ん
か
作
っ
て
く
れ
る
の
。 

─
─

摺
鉢
山
に
遠
足
と
か
行
っ
て
た
ん
で
し
ょ
？ 

 

私
は
行
か
な
い
。
お
父
さ
ん
と
は
下
ま
で
行
っ
た

け
ど
ね
。
摺
鉢
山
の
と
こ
ろ
に
、
Ｋ
さ
ん
と
い
う
う

ち
が
あ
っ
た
。
元
山
［
部
落
］
で
料
理
屋
や
っ
て
る

人
が
、
土
地
持
っ
て
た
。
そ
の
料
理
屋
、
私
も
１
回

お
母
さ
ん
と
行
っ
た
こ
と
あ
る
。［
摺
鉢
山
の
］
上

に
は
人
は
住
ん
で
な
い
。
下
に
は
砂
糖
工
場
が
あ
っ

た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
っ
て
た
。
料
理
屋
の
旦
那
が
、

う
ち
の
防
空
壕
に
避
難
し
て
き
た
こ
と
あ
っ
た
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島
(14)
に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
一
貝
「
”
み
え
る
”
マ
イ
マ
イ
の
復
活
」 

 

「
絶
滅
し
そ
う
な
マ
イ
マ
イ
を
連
れ
帰
っ
た
か
ら
に

は
、
育
て
、
増
や
し
て
、
い
つ
か
還
す
」、
マ
イ
マ
イ

を
野
生
下
か
ら
預
か
っ
た
と
き
の
誓
い
。
そ
れ
が
ひ

と
つ
形
に
な
り
、
２
０
２
０
年
か
ら
巽
島
で
マ
イ
マ

イ
の
里
帰
り
が
始
ま
り
ま
し
た(

本
誌
六
十
八
貝
ほ

か)

。
３
年
を
か
け
て
一
歩
ず
つ
前
に
進
み
、
い
よ
い

よ
里
帰
り
し
た
子
た
ち
が
野
外
で
繁
殖
を
始
め
て
く

れ
そ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
が
次
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
連
れ
帰
っ

た
マ
イ
マ
イ
を
育
て
増
や
し
て
還
す
、
を
「
共
有
す

る
」
こ
と
。
最
初
の
試
験
地
に
選
ば
れ
た
巽
島
は
崖

に
囲
ま
れ
た
島
で
危
険
な
の
で
限
ら
れ
た
調
査
員
が

そ
の
復
活
の
手
助
け
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
多
く
の
人
に
マ
イ
マ
イ
の
復
活
を
実
感
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

次
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
る
の
は
、
南
島
で
す
。
巽

島
と
は
違
っ
て
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
仲
間
は
既
に
絶
滅
、

島
の
森
も
い
っ
た
ん
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
イ

マ
イ
復
活
の
環
境
と
し
て
は
、
過
酷
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
貝
食
性
の
外
来
プ
ラ
ナ
リ

ア
が
い
な
く
、ネ
ズ
ミ
の
影
響
を
最
小
限
に
で
き
て
、

タ
コ
ノ
キ
が
日
陰
を
作
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
マ
イ
マ

イ
は
暮
ら
し
て
い
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま

で
に
得
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

そ
の
南
島
は
島
の
皆
さ
ん
や
観
光
の
皆
さ
ん
の
近

く
に
あ
る
世
界
。
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
彼
ら
が
育

て
ら
れ
て
い
る
姿
か
ら
始
ま
り
、
野
生
に
還
す
と
こ

ろ
ま
で
、
一
部
始
終
を
「
見
え
る
と
こ
ろ
で
」
共
有

で
き
る
こ
と
は
、
世
界
遺
産
の
価
値
の
中
心
と
し
て

評
価
さ
れ
た
マ
イ
マ
イ
に
今
起
き
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
冬
、
こ
れ
が
実
現
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
近
く
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

               

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森 

英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵 
 

(

マ
イ
マ
イ
の
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
省

事
業
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 

２―

３
１
１
７ 
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感染症の対策と予防～風邪症状～ 
 猛暑が過ぎ体調はいかがでしょうか。発熱、せき、鼻水、のどの痛みなどの風邪症状がある時、新型コロナかな、 

インフルエンザかな、ただの風邪かな…と頭に浮かぶ方も多いと思います。 

今回は、「風邪症状」を知り、その対策や日頃からできる予防についてお伝えします。 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 ・手洗い 

 ・栄養バランスのいい食事と充分な睡眠、適度な運動 

 ・温度・湿度のコントロール 

 １年を通じて気温・湿度が高い小笠原は、風邪の予防  

 にはいい環境です。冷房での体の冷え過ぎには気をつ 

 ましょう。 

  ・予防接種を受けましょう。（インフルエンザや新型コ 

 ロナなど）発症予防、重症化予防に効果があります。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 
 2－3939 

 

クジラ：ウイルスには抗生物質は効かないんだね。だから予防が大事なんだね。 

ここ何年も風邪をひいていないな～ よく寝て、食べて、泳いでるからかな。  

保健師：クジラさん、健康管理が上手なんですね。ぜひ続けてください。 

クジラ：はい、頑張ります！ 

― 村民課福祉係― 

― 第２８４号― 

 

上気道（鼻やのど）が微生物に感染することによって起

こります。粘膜に炎症を起こすため、発熱、のどの痛み、

せき、たん、鼻水、鼻づまりなどの症状が起こります。 

原因の 90％はウイルスが占めており、残りの 10％は細菌

などによる感染です。風邪のウイルスの数は 200 種類以

上と言われており特定は困難です。また、同じウイルスで

もいくつもの型があり、それが変化するので繰り返しかか

ることになります。 

 

。 

①風邪の原因は？ 

 

②治療法は？ 

風邪の原因の 90％を占めるウイルスには抗生物質

は効きません。基本は、安静にして栄養をとり水分補

給をしてゆっくり休んでいれば治る病気です。症状が

つらい時は、解熱鎮痛剤など症状をやわらげる薬を使

います。 

＊インフルエンザは、ウイルスの 

増殖を抑える薬があるので、イン 

フルエンザの方と接触し症状がある 

場合には、早めの受診が治療に 

効果的と言われています。 

 

 人が１年間に風邪をひく回数は平均 3～6回と言

われています。通常４日～１週間程度で治ることが

多いですが、風邪をひいている間に別の細菌に感染

し重い症状を引き起こすことがあります。 

以下の場合には、受診しましょう。 

③受診が必要な時は？ 

・高熱が続く（38度以上が 3‐4日以上） 

・黄色や緑色の鼻水、たん 

・２週間以上続くせき・たんまたは息苦しさ 

・ぜんそくなどの慢性の呼吸器の病気や糖尿病、心臓

の病気などがある方 

④日頃からできる予防対策 

新型コロナワクチン接種のお知らせ 

 村内でも引き続き感染者が発生しています。重症

化を予防するためにも予防接種を受けましょう。 
対象：生後６か月以上のすべての方 
日程：父島 10/13（金）14（土） 

   予約 9/19（火）～10/6（金） 
母島 10/9（月）10（火）30（月）31(火) 

予約 9/19（火）～10/2（月） 
＊詳細は、村民だより９月号、村役場 HP、掲示板
をご覧ください。 

 

⑤風邪症状がある時には必ず 

マスクをしましょう。 

症状から風邪かインフルエンザか新型コロナなの

か見分けがつきません。 

風邪症状がある時には、症状が 

ある人がマスクをつけて周囲の 

人への感染を防ぎましょう。 



皮膚科専門診療(～６日)(父島) 村議会(第３回)録画放送(・17日)

小中高連合運動会(父島) 保健所仮設庁舎建設工事(～２月末)

都ノヤギ排除(～３日) 二見港ふ頭公園便所工事(～R6.7/31)/村ノヤギ駆除

ネズミの一斉防除(父島)(～６日) 乳幼児健診・歯科健診(母島)
シロアリ対策事業（第２回）申込(～16日)/内地進学助成制度申込(～3/29) 小笠原諸島森林生態系保護地域部会申込〆切

日商簿記検定申込(～19日)/防火・防災管理新規講習申込(～16日) 行政相談所の開設(父島)
コロナワクチン接種(母島)予約〆切 都ノヤギ排除(・18日)

おがっ子アート・スクール(父島) シロアリ対策事業（第２回）(父島)(～28日)

インボイス個別相談会(母島) 小笠原小学校会計年度任用職員申込〆切

母島巡回労働相談

ヘルスアップ教室(父島)申込〆切 入港日
環境省ノヤギ排除

入港日 産科・婦人科専門診療(母島)

定期予防接種(父島)(母島) おがっ子アート・スクール(父島)

原付免許学科試験(父島)申込〆切
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

インボイス個別相談会(父島) 原付免許学科試験(父島)

東京都児童相談センター巡回相談(母島)

母島アカギ木工教室(・7日)

コロナワクチン接種(父島)予約〆切
東京都児童相談センター巡回相談(父島)(・８日) 出港日

出港日 産科・婦人科専門診療(父島)(～27日)

歯科休診(父島)(～11/7)/村ノヤギ駆除

小笠原中学校 学校公開(～28日)

コロナワクチン接種(母島)(・10日) 都ノヤギ排除(・25日)
おが高生未来の夢応援事業　成果報告会(父島)

ヘルスアップ教室(父島)

都ノヤギ排除(・10日)

母島巡回ペット診療・相談(・11日)

奥村運動所/ロース記念館・指定管理者の公募申込(～31日)

シロアリ対策事業（第２回）(母島)(～17日) 入港日

環境省ノヤギ排除

入港日 眼科専門診療(母島)(・28日)
乳幼児健診・歯科健診(父島) 小笠原諸島森林生態系保護地域部会
東京三弁護士会による法律相談(母島) 電話による無料法律相談
福祉センター・指定管理者の公募申込(～30日)

コロナワクチン接種(父島)(・14日) インフルエンザ予防接種(父島)

東京三弁護士会による法律相談(父島)

講演会「小笠原のイルカたちのくらし」

出港日

出港日 眼科専門診療(父島)(～11/4)

コロナワクチン接種(母島)(・31日)

ゼロカーボンワークショップ/村ノヤギ駆除

公認心理師による子育て個別相談申込〆切

固有森林生態系回復ボランティア(母島)申込〆切

都ノヤギ排除

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・6日・11日・13日・16日・18日・20日・23日・25日・27日・30日

16 月

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

日

3 火 18 水

月 17 火2

5 木 20

4 水 19 木

7

金

6 金

土 22 日

21 土

9

8

月 24 火

23 月日

11

10

水 26 木

25 水火

27 金12 木

14

13

土 29 日

30 月

28 土金

31 火

15 日

10月のカレンダー

スポーツの日


